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事業所における自己評価総括表
事業所名 LITALICOジュニア立川南口教室 放課後等デイサービス

事業者向け自己評価表作成日 2025年10月20日 (月)

自己評価総括の担当者 飯沼実咲、井上華寧、長谷川知里

実施期間 有効回答数(回答者数) 有効回答数(対象者数)

保護者評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 60 64

従業員評価 2025年7月18日(金) - 8月28日(木) 8 8

各評価を受けて事業所内で分析した強みと弱み

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

・お子さまに応じた、従業員の柔軟な関わりがあること
・通所を楽しみにしているお子さまが多いこと
・個別支援計画の丁寧な説明、個別支援計画に沿った支援がで
きること

・環境面で改善の余地がある
（Wi－Fi、モニタリング環境、カメラの画角を意識した支援、
教室の広さ、児童発達支援と同フロアである等）
・非常時の対応についての定期的な周知がないこと

▼ ▼
過去の取り組みや課題の振り返り

工夫していることや意識的に行っている取組等 事業所として考えている課題の要因等

・お子さまのニーズに応じて、柔軟に支援内容を考え、支援準
備をしている。
・お子さまにとって当事業所が居場所の役割を果たせるよう
に、親しみが持てるような話題提供や共感的・受容的な態度で
受け入れるようにしている。
・個別支援計画は、作成時に直接支援に入る指導員が必ず関わ
り、細やかなアセスメント結果が反映されるようにしている。

・定期的な環境面での見直しの機会の設定がされていないため
であると考えられる。
・非常時の対応については、契約時や変更があった場合のみの
周知となっており、定期的な周知の機会が無かったためである
と考えられる。

▼ ▼
さらなる充実と改善への取り組み

さらに充実を図るための取組等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

・お子さまの成長につながる支援形態の提案を行う。（例：
ニーズに応じた支援時間や支援形態の提案等）
・支援の観点や支援方法をブラッシュアップするために、ス
タッフが定期的に自己研鑽を行うことができる仕組みを整え
る。
・当事業所で作成した個別支援計画や、当事業所での支援内容
やお子さまの様子については、親御様だけではなく、相談支援
事業所やその他関係機関と適切に共有をすることで、実態に
合った支援体制が構築できるようにしていく。

・教室全体で、定期的に環境面での見直しの機会を取れるよう
に年間計画を立てていく。
・お子さまと年1回以上の避難訓練を行い、ご利用者様と非常時
の対応を確認する機会を取る。


